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大飯発電所２号機 第２２回定期検査の作業工程 
  
 
平成２１年２月６日から約４ヶ月の予定であり、以下の作業工程にて実施します。 

 
      （平成２１年２月４日現在） 

総合負荷性能検査

（５月下旬予定）

燃料取出

平成２１年２月 平成２１年５月平成２１年４月平成２１年３月

主

要

工

程

解　　列

（２月６日予定）

蒸気発生器伝熱管渦流探傷検査

並　　　列

（４月下旬予定）

２次系配管点検および取替

燃料装荷

原子炉容器開放

起動試験

原子炉容器組立

１次冷却材系統降温

出力上昇試験

１次冷却材系統

漏えい検査

起動前弁点検起動試験

原子炉格納容器
漏えい率検査

タービンバランシング

：主要作業予定

：その他作業予定

１次冷却材ポンプ軸シール部改造工事等

 

（参考）高経年化対策として実施する作業 

 大飯発電所２号機は、平成２１年１２月に運転開始後３０年を迎えることから、高経年化技術評価

に基づき、今定期検査より高経年化対策を実施します。 

○２次系配管点検 

２次系配管については、計画的に点検対象部位全数を点検し健全性は確認していますが、運

転開始後３０年を迎える前の定期検査から３定期検査以内に点検対象部位全数を再度点検する

こととしており、今定期検査では１，１７３箇所の点検を実施します。 

○２次系配管支持構造物強化工事 

高経年化技術評価の結果を踏まえ、２次系配管の耐震性を一層向上させるため、今定期検査

において第３抽気系統およびドレン系統の支持構造物を強化します。 

 




